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国
保
税
大
幅
値
上
げ
に 

日
本
共
産
党
を
除
く
す
べ
て
の
議
員
が
賛
成 

 

平
成
16
年
度
は
、
昨
年
度
の
国
保
税
６
％
値
上
げ
に
続
い
て
、
21
％

も
の
大
幅
値
上
げ
を
強
行
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
20
％
を

超
え
る
大
幅
値
上
げ
は
町
民
に
急
激
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
、

値
上
げ
幅
を
最
小
限
度
に
抑
え
て
、
保
険
給
付
費
な
ど
の
動
向
を
慎
重

に
見
極
め
る
よ
う
強
く
求
め
、
反
対
し
ま
し
た
。 

 

平
成
16
年
度
決
算 

２
億
円
値
上
げ
し
て
、
町
民
に
県
下
１
高
い
国
保
税
を
押
し
付
け 

３
億
４
千
万
円
も
余
っ
た
の
に 

日
本
共
産
党
と
１
議
員
を
除
い
て
、
他
の
議
員
は
す
べ
て
賛
成 

 

平
成
１６
年
度
国
保
特
別
会
計
の
結
果
は
、
町
民
に
21
％
約
２
億
円

も
の
大
幅
値
上
げ
を
押
し
付
け
て
、
余
っ
た
か
ら
１
億
円
を
基
金
に
積

み
立
て
、
さ
ら
に
２
億
４
３
０
０
万
円
を
次
年
度
、
平
成
１７
年
度
に
繰

り
越
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
合
計
３
億
４
３
０
０
万
円
も
余
っ
た
の

で
す
。
国
保
税
を
21
％
値
上
げ
し
て
、
31
％
（
一
世
帯
平
均
５
万
円
）

も
余
っ
た
の
で
す
。
町
民
に
な
ん
と
説
明
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

単
年
度
実
質
収
支
で
も
黒
字 

 

町
民
に
大
幅
値
上
げ
を
押
し
付
け
て
、
単
年
度
実
質
収
支
す
な
わ
ち

前
年
度
繰
越
金
１
億
５
８
７
６
万
円
と
一
般
会
計
繰
入
金
１
億
２
０

０
０
万
円
、
合
計
２
億
７
８
７
６
万
円
を
差
し
引
い
て
も
、
６
４
１
６

万
円
の
黒
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
年
度
実
質
収
支
で
も
黒
字
と
い
う

の
は
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｈ
16
年
度
国
保
会
計
の
結
果
は
、
国
保
税
の
値
上
げ
を
全
く
し
な
く

て
も
１
億
４
３
０
０
万
円
も
あ
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

県
下
で
１
番
高
い
国
保
税
を
値
下
げ
す
る
の
は
当
然 

 

来
年
度
は
、
地
方
税
法
の
改
悪
で
、
町
民
の
収
入
が
変
わ
ら
な
く
て

も
自
動
的
に
５
０
０
０
万
円
も
国
保
税
が
上
が
り
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
質
問
に
、
町
長
は
「
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
」
と
約

束
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
Ｈ
16
年
度
の
国
保
会
計
決
算
が
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
県
下
一
高
い
不
当
な
国
保
税
を
値
下
げ
し
、
合
わ
せ
て
、
高
く
て

国
保
税
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
町
民
か
ら
保
険
証
を
取
り
上
げ

る
、
人
権
無
視
の
制
裁
措
置
を
や
め
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。 

 

菰
野
町
議
会
第
４
回
定
例
会
が
１２
月
５
日
か
ら
２２
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
不
況
の
中
で
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
を
提
案

し
て
議
会
に
望
み
ま
し
た
。 

 

代
表
質
問
に
、
か
と
う
昌
行
議
員
が
た
ち
、
①
町
民
の
立
場
か
ら
の
行
政
改

革
を
求
め
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
、
み
ね
お
か
繁
議
員
が
①
国
保
税
の
引
き
下

げ
、
障
害
者
福
祉
の
支
援
制
度
の
創
設
。
中
川
て
つ
お
議
員
が
①
介
護
保
険
の

利
用
料
軽
減
な
ど
②
町
政
５０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
た
だ
し
ま
し
た
。 

自
民
・
公
明
の
悪
政
か
ら 

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る 

本
当
の
行
政
改
革
を
す
す
め
よ
う

 

か
と
う
昌
行
議
員
は
、
菰
野
町

の
行
政
改
革
は
小
泉
内
閣
の
庶

民
大
増
税
の
ニ
セ
改
革
で
は
な

く
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
行
政 

改
革
こ
そ
進
め
る
よ
う
に
求
め

ま
し
た
。 

土
建
業
者
の
談
合
を
防
止
し
、

菰
野
町
の
医
療
費
の
約
３
割
１２

億
円
ほ
ど
を
占
め
る
医
薬
品
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り 

かとう昌行 議員 

電話（96）2588 
永井 1774-7 

masayuki@m2.cty-net.ne.jp 

自
由
な
討
論
を
保
障
し
、
批
判
的
に

検
討
、
検
証
し
、
進
め
る
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。 

 
 

菰
野
町
は
営
利
企
業
で
は
な
い 

 
 

ま
た
、
保
育
園
や
学
校
給
食
の
民

営
化
な
ど
は
福
祉
、
医
療
な
ど
を
営

利
企
業
の
金
儲
け
の
対
象
に
し
て
、

自
治
体
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
も

の
で
慎
重
な
検
討
を
求
め
ま
し
た
。 
 

す
で
に
民
営
化
し
た
他
市
町
村
の

保
育
の
現
場
で
は
、
利
益
第
一
で
人

件
費
を
安
く
あ
げ
る
た
め
保
育
士
が

使
い
捨
て
の
よ
う
に
働
か
さ
れ
、
子

ど
も
の
命
と
安
全
に
か
か
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
続
発
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
政
府
の
税
制
調
査
会
は
、
総

額
１２
兆
円
に
の
ぼ
る
給
与
所
得
の

半
減
、
消
費
税
１０
％
、
２
桁
の
大
増

税
計
画
を
う
ち
だ
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
大
増
税
計
画
で
年
収
５
０
０

万
円
、
４
人
家
族
で
年
間
５５
万
円
も

の
増
税
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
い
っ
ぽ
う
、
大
企
業
は
こ
の

不
景
気
に
バ
ブ
ル
期
よ
り
大
儲
け
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
減
税
し

て
い
ま
す
。
１
９
８
０
年
代
に
４３
・

３
％
の
税
率
が
、
現
在
は
３
０
％
に

な
ん
と
１３
・
３
％
も
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
８０
年
代
に
２０
兆
円
も
あ

っ
た
法
人
税
収
は
、
現
在
１０
兆
円
に

も
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
す
。 

 

自
民
・
公
明
内
閣
は
、
行
政
改
革

と
称
し
て
、
庶
民
に
大
増
税
し
、
大

儲
け
し
て
い
る
大
企
業
に
大
幅
減
税

し
て
い
る
の
で
す
。 

 

答
弁
に
立
っ
た
服
部
忠
行
町
長

は
、「
行
政
改
革
は
職
員
の
自
由
な
討

論
を
保
障
し
て
、
検
討
、
検
証
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

替
え
て
薬
代
を
半
分
に
減
ら
す
な

ど
地
方
自
治
法
第
２
条
の
「
住
民

の
安
全
、
健
康
、
福
祉
を
守
り
増

進
さ
せ
る
立
場
」
か
ら
ム
ダ
を
は

ぶ
い
て
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
行
政
改
革
こ
そ
、
必
要
だ
と

指
摘
し
ま
し
た
。 

こ
の
立
場
か
ら
菰
野
町
行
政
改

革
プ
ラ
ン
や
菰
野
町
行
政
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
職
員
の 

 

●所得税・住民税の 
定率減税廃止 
●配偶者控除や 
扶養控除の廃止 
●消費税１０％に 

今年もみなさん

と力をあわせて、

住みよい菰野町を

つくりましょう。 
 よろしくお願い

いたします。 
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所
得
に
応
じ
た
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
障
害
者
は
全
国
で
７
０
０
億
円
余
り
の
負
担

増
と
な
り
ま
す
。 

み
ね
お
か
繁
議
員
は
、
町
内
に
は
障
害
者
手
帳

取
得
者
が
１
５
４
７
人
在
住
し
て
お
り
、
新
法
施

行
に
よ
る
負
担
増
か
ら
、
障
害
者
と
家
族
を
救
済

す
る
利
用
料
の
減
免
制
度
を
設
置
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。 

答
弁
に
立
っ
た
服
部
忠
行
町
長
は
、
①
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
33
人
、

施
設
通
所
サ
ー
ビ
ス
25
人
、
精
神
通
院
医
療
等
は

５
０
０
人
程
度
を
予
想
し
て
い
る
。
②
新
制
度
に

よ
る
利
用
料
の
影
響
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
場
合
、
多
く
が
町
民
税
非
課
税
の

低
所
得
者
階
層
の
た
め
無
料
で
し
た
が
、
新
制
度

で
は
上
限
月
額
に
達
す
る
と
１
万
５
０
０
０
円
〜

２
万
４
６
０
０
円
の
負
担
に
な
る
。
③
利
用
料
の

負
担
増
に
対
す
る
町
独
自
の
減
免
制
度
は
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
を
み
な
が
ら
検
討
し
た

い
、
と
答
え
ま
し
た
。 

に
１
人
で
す
。 

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
機

者
が
各
地
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。
菰
野
町
で
は
平

成
１７
年
５
月
１
日
現
在
で
、
み
ず
ほ
寮
が
定
員
５０

人
で
待
機
者
が
１
３
０
人
、
聖
十
字
の
家
が
定
員

９０
人
で
、
待
機
者
は
な
ん
と
４
６
３
人
で
す
。
待

機
者
は
定
員
の
な
ん
と
４
・
２３
倍
で
す
。 

平
成
１７
年
１０
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
が
大
改
悪

さ
れ
、
食
事
と
居
住
費
が
本
人
負
担
と
な
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
大
幅
に
値
上
げ
さ

れ
ま
し
た
。
施
設
入
居
者
で
最
高
１
ヶ
月
６
万
円

も
値
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

町
長
は
、
中
川
て
つ
お
議
員
の
質
問
に
「
保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
と

明
快
に
答
弁
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
の
実
施
主

体
で
あ
る
菰
野
町
の
介
護
保
険
制
度
の
強
化
・
充

実
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

中
川
て
つ
お
議
員
は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
料
や
利
用
料
の
軽
減
対
策
を
強
化
す
る
な
ど
、

適
切
に
対
処
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

◆
菰
野
町
都
市
計
画
税
が
廃
止
さ
れ 

市
街
化
区
域
の
町
民
は
5
千
万
円
余
り
の
負
担
が
な
く
な
り
ま
す 

  

12
月
議
会
に
菰
野
町
都
市
計
画
税
条
例
を
平
成
18
年
４
月
か
ら
廃
止
す
る
条
例

案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
町
民
は
平
成
16
年
度
実
績
で
５
３

７
０
万
円
収
め
て
い
ま
し
た
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
都
市
計
画
税
は
昭
和
53
年
に
導
入

さ
れ
、
以
来
28
年
間
に
都
市
下
水
路(

雨
水
幹
線)

事
業
、
都
市
計
画
街
路
、
都
市
公

園
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
約
83
億
円
の
事
業
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

今
後
も
住
民
の
要
望
は
多
く
、
引
き
続
き
道
路
整
備
な
ど
を
す
す
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

★
日
本
共
産
党
菰
野
町
議
員
団
が 

２
０
０
６
年
度
予
算
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た 

 

予
算
編
成
に
対
す
る
要
求
書
は
、
①
町
民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
と
す
る
町
政
運
営
を
行
う
こ
と
。
観
光
・
地
域
農
業
、
中
小
商
工
業
を
支
援
し
、

菰
野
町
の
地
域
経
済
の
再
生
と
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
。
②
公
共
下
水
道
事
業
や
道

路
建
設
等
の
推
進
計
画
を
見
直
す
こ
と
。
③
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
行
い
、
町
民
と

町
職
員
の
合
意
と
納
得
に
よ
る
公
正
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
す
す
め
る
こ
と
。
④

地
方
財
源
の
削
減
を
押
し
付
け
る
政
府
の
「
三
位
一
体
改
革
」
に
反
対
し
、
自
主
財

源
拡
充
と
地
方
自
治
の
拡
大
を
す
す
め
る
こ
と
。
な
ど
、
１
０
０
項
目
の
取
組
み
を

提
案
し
ま
し
た
。 

○
国
保
税
の
減
額
制
度 

日
本
共
産
党
が
粘
り
強
く
要
求
し
て
き
た
「
国
保

税
を
減
額
す
る
基
準
」
が
つ
く
ら
れ
、
平
成
１７
年
２

月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

所
得
が
少
な
い
等
で
国
保
税
を
支
払
う
こ
と
が
困

難
な
人
に
、
国
保
税
を
減
免
す
る
制
度
で
す
。 

 
 

た
と
え
ば
、
収
入
が
生
活
保
護
基
準
額
よ
り
少
な

い
世
帯
は
税
額
の
４
分
の
３
以
内
を
減
額
、
収
入
が

生
活
保
護
基
準
額
の
１
・
３
倍
よ
り
少
な
い
世
帯
は

税
額
の
２
分
の
１
以
内
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。 

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
減
免
を
受
け
た
い
人

が
菰
野
町
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
申
請
用

紙
は
役
場
税
務
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
基

準
額
は
世
帯
の
年
齢
・
構
成
な
ど
で
異
な
り
ま
す
の

で
、
役
場
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

○
資
格
証
で
病
院
に
か
か
っ
た
場
合 

 

介
護
保
険
の
大
改
悪
「
保
険
あ
っ
て
介
護

な
し
」
と
な
ら
な
い
よ
う
対
処
せ
よ 

 

介
護
保
険
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
５
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
政
府
は

そ
の
目
的
を
「
家
族
介
護
か
ら
社
会
が
支
え
る
制

度
へ
」
と
か
、
「
在
宅
で
安
心
で
き
る
介
護
へ
」
、

な
ど
と
当
初
盛
ん
に
宣
伝
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

菰
野
町
で
も
、
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
６
・
６
人
に
１
人
ま
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
な
が

ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
は
約
５
人 

障
害
者
「自
立
支
援
」法
に
よ
る
負
担
増
に 

利
用
料
減
免
制
度
の
設
置
を
求
め
る 

 

障
害
者
「
自
立
支
援
」
法
が
、
昨
年
自
民
・
公

明
党
に
よ
り
強
行
成
立
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
障
害
者
支
援
事
業
の
利
用
料
は
、
所
得

に
応
じ
て
支
払
う
制
度
で
す
か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
や
授
産
施
設
な
ど
の
利
用
者
の
多
く

は
無
料
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
障
害
者
「
自
立
支
援
」
法
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
1
割
負
担
に
な
り
ま
し
た
。 

菰
野
町
は
国
保
税
を
一
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
証

を
取
り
上
げ
て
資
格
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
資
格
証

で
は
、
病
院
の
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費
を
全
額
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
来
、
資
格
証
の
発
行
は
「
悪

質
な
滞
納
者
」
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
何
ら
か
の
事

情
で
保
険
税
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
人
に
資
格
証

を
発
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
役
場
税
務
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
医
療
費
を
全
額
支
払
っ
た
証
明
書
（
領
収
書

等
）
を
添
付
し
て
、
役
場
住
民
課
に
申
請
す
れ
ば
、
医

療
費
の
７
０
％
が
返
還
さ
れ
ま
す
。
返
還
金
を
保
険
税

の
滞
納
分
に
あ
て
る
よ
う
強
要
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
理
由
を
明
確
に
し
て
返
還
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

○
高
額
医
療
費
の
支
給
制
度 

 
 

医
療
費
の
一
か
月
分
（
同
じ
月
で
同
じ
病
院
の
場

合
）
の
支
払
い
が
７
万
２
３
０
０
円
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
分
の
医
療
費
の
全
額
が
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。 

議員発言の議事録が、議会ホームページで 

閲覧できるようになります 
議員の発言は、議会傍聴や町図書室の議事録を読まなければ知

ることができませんでした。町議会は、町民に開かれた議会、各

議員と行政の言動が町民にわかるようにするため、12月議会の

議事録からホームページでも閲覧できるようにするものです。 
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